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第23回フォトコンテスト入賞作品 「花見の候」　井出 昭重郎さん（佐久穂町）

■笑味ちゃんのエーコープマーク品活用術
　キノコの黒酢ピクルス
　鶏の黒酢照り焼き
■スマイルＪＡ女性会　女性会通常総会
■家庭菜園便利帖　トマト
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第２回ＪＡ佐久浅間ぬり絵コンテスト

Ⓒみんなのよい食プロジェクト
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たくさんの
ご応募ありがとう
ございました 特 集当ＪＡが主催する「第 2回ぬり絵コンテスト」には管内から多数の作品が寄せ

られ、厳正な審査の結果、435 点の応募作品から入賞 32 点を決定しました。 第2回ＪＡ佐久浅間ぬり絵コンテスト受賞作品発表
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くぼた こうえい　0 歳
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有機ペレット堆肥100％登場

信頼される産地を目指して

生産資材新商材開発プロジェクト

カーネーション専門部生産者懇談会

新たに販売を始めた「もちづき有機ペレット」

あいさつする髙栁副組合長

　当ＪＡでは堆肥１００％で製造した「もちづき有機ペレット」の販売
を始めました。佐久市から受託している望月土づくりセンターで製造し
年間２万袋の販売を目指します。環境に配慮した農業を促す「みどりの
食料システム法」に基づいて認定を受けた当ＪＡとＪＡ全農長野、市の
事業計画に基づいた取り組みで地元の資源を活用し、持続可能な循環型
農業を広めていきます。髙栁副組合長は「生産資材が高騰する中、耕畜
連携により堆肥の有効活用をすすめていきたい」と話しました。

　当ＪＡ花き専門委員会カーネーション専門部は２月２２
日、本所で生産者懇談会を開き、生産者ら２８人が出席。令
和４年度の生産販売経過と実績を振り返り、令和５年度の取
り組み方針などを確認しました。今年度の取り組みとして、
信頼される産地として出荷量を増やし、安定した品質で出荷
するために、切り花の本数を１株から８本を目標に採花する
ことや、採花率の高い品種、輪付きの良い品種など高冷地に
向いている品種を導入する予定です。

価格改定控え農機商談会

種もみ１５.２トンを消毒

土づくりから栽培を学ぶ

㈱オートパル佐久浅間

温湯消毒

家庭菜園教室

2日間開催した個別相談会

４カ所で開催した講習会

あいさつする有賀専門委員長

温度や時間に注意を払う温湯消毒

担当者から農業機械の説明を受ける来場者

熱心に話を聞く参加者

　㈱オートパル佐久浅間は３月１１日、農機展示商談会をＪ
Ａファーム佐久店で開きました。会場には主要農機メーカー
のトラクターや田植え機、管理機など１００台を展示。来場
者の質問に対し、担当者が性能や操作方法を説明しました。
来場者特典としてエンジンオイルの特価販売、花の小鉢をプ
レゼントしました。担当者は「天候がよく早く農作業がした
いからと相談する人が多い。使い出し、乗り出しは慎重に作
業をしてほしい」と話しました。

　当ＪＡさく水稲育苗センターでは、２月下旬から４月上旬
にかけて種もみ温湯消毒作業を行いました。管内の生産者か
ら注文を受けた「コシヒカリ」「あきたこまち」などの種も
み約１５.２トンを処理。温湯消毒は熱により種子伝染性病害
を防除する方法。農薬を使った消毒に近い効果が得られ、廃
液処理対策などの効果が期待されています。担当者は「温湯
消毒作業は、安全、安心、環境に配慮した取り組みで今後も
継続していきたい」と話しました。

　当ＪＡは組合員や地域住民を対象に第１７期家庭菜園教室
を開講しました。初心者からベテランまで５２人が受講。３
月から１１月まで全９回で、土づくりから作付け計画、栽培
管理、病害虫対策など季節に合わせて作物ごとの作業を学び
ます。３月２日、本所で開いた教室では土づくりのポイント
や肥料の種類と特徴などを説明した他、スイートコーンやア
スパラガス、エダマメなどの栽培方法を学びました。受講３
年目の女性は「自分の作ったものを口にしたいので、今年も
しっかり勉強したい」と話しました。

ぶどう産地化めざす

３０万本出荷を目指す
集荷目標１５万俵

ぶどう栽培振興プロジェクト

ユーカリ栽培講習会

米穀専門委員会定期総会

　当ＪＡでは２月から３月にかけて「生食ぶどう栽培説明
会」を管内４会場で開きました。２月２８日、本所で開い
た説明会ではＪＡ全農長野や佐久農業農村支援センター、
ＪＡ営農経済部が県内の販売状況や佐久地域における生食
ぶどう栽培、栽培開始支援策について説明しました。ま
た、２月２１日・２７日、ＪＡぶどう栽培実証圃で個別相
談会を開きました。担当者は「ぶどう産地化を目指し新規
栽培者の拡大と高品質なぶどう栽培の支援をしていきた
い」と話しました。

　当ＪＡは３月１６日、管内４カ所でユーカリ栽培講習会
を開き、新規栽培者ら約６０人が参加しました。ＪＡ担当
者が育苗や定植、病害虫防除などを説明。「ユーカリは葉
と枝を販売するもの。斑点などの病気が出てしまうと商品
価値が無くなってしまう。基本は予防ということを心掛け
て管理してほしい」とアドバイスしました。今後も圃場巡
回などを通じて生産者を支援し、今年度は約３０万本の出
荷を目指します。

　当ＪＡ米穀専門委員会は３月１０日、本所で定期総会を開
き、専門委員ら４０人が出席。令和５年産米の集荷目標を
１５万俵とし、消費者に選ばれる特徴ある高品質な米づくりを
目標に、日本穀物検定協会食味ランキング「特Ａ」の獲得な
ど、適正生産を進めながら良食味米産地として他産地と差別化
を図り、農家所得の維持・確保に取り組みます。有賀寛治専門
委員長は「組織として課題解決に取り組み、生産技術と食味の
さらなる向上を目指していきたい」と話しました。



笑
え み

味ちゃんの
エーコープマーク品
活用術

エーコープマーク品は
「安全で健康を守る」を
コンセプトに利用者の意
見を反映し、ＪＡの特色
を生かしたプライベートブランドです。

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ

スマイル
ＪＡ女 性 会
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●作り方
①シメジは石づきを取りほぐす。エリンギは縦半分に切り５㎜幅の薄切
りにする。シイタケは石づきを取り 5㎜幅の薄切りにする。パプリ
カはそれぞれ種を取り 5㎜幅の薄切りにする。

②①を耐熱容器に入れ、ラップをかけて 600Wの電子レンジで 4分間
加熱する。

③汁気を軽くきり、保存容器に入れてほめられ黒酢を注ぎ、味をなじま
せる。

キノコの黒酢ピクルス
食感とうまみをアップ

エーコープマーク品は、ＪＡファーム佐久店、くらしの
センターなどでお買い求めいただけます。

■商品に関するお問い合わせ
　ＪＡファーム佐久店  TEL 0267ー66ー3300
　くらしのセンター　  TEL 0267ー22ー9417

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

鶏の黒酢照り焼き
肉厚ジューシー

●材料（2 人分 )
・鶏もも肉………………………300ｇ
・油………………………………小さじ２
・エーコープほめられ黒酢……100cc
付け合わせ　カット野菜など

●作り方
①鶏もも肉は包丁で厚みを均等にする。
②フライパンで油を熱し、①を皮目から弱火で 5
分程焼いて焼き目を付け、裏返して 3分焼き、
中まで火を通す。

③フライパンの余分な油をふき取ってほめられ黒
酢を加え、中火で時々裏返しながら全体に煮か

らめ、しっかりととろみがついたら火を止める。
④食べやすい大きさに切り、器に盛って付け合わ
せを添える。

●材料（4 人分 )
・シメジ…………………………1/2パック
・エリンギ………………………1パック
・シイタケ………………………2枚
・パプリカ（赤・黄）…………各1/4個
・エーコープほめられ黒酢……100cc

黒酢には健康的な体
を維持するために必
要なアミノ酸などの
栄養素が豊富に含ま
れています。

新役員体制で活動スタート
女性会通常総会

新役員のあいさつ

女性会 会長
黒沢 久枝さん

マイペースでゴルフ 全部好き

　私はどんなスポーツも好
きです。好きなスポーツも
歳を重ねると、身体が対応
できなくなるものです。そ
んな中で歳を重ねても楽し
んでいるのがゴルフです。
海外赴任の時も、体の事を考えて年間100回以上
やってきました。退職後に病気を患ってしまい、
それからは無理をしないで楽しんでいます。
　ゴルフはマイペースで楽しめるスポーツですの
で、これからも身体が許す限り楽しもうと思って
います。

　全部好きです。コロ
ナ禍のせいにして、運
動することから遠ざか
り、分野問わず応援・
観覧する側に専念しているため、健康診断のＢＭＩ・
尿酸値だけが順調に記録を更新している。私では到底
なし得なかった努力の先にある一流選手の活躍には本
当に感動するし勇気をもらう。大谷選手のニュースに
は思わず朝食の箸が止まるし「あの選手のプレーすご
かったね」と無尽仲間らと語らう事が楽しみだ。
　健康のためスポーツをするにしても、汗をかいた後
の一杯のためであれば分野は不問である。

佐久市田口
加藤 一夫さん（73歳）

佐久市協和
清水 賢二さん（38歳）

「好きなスポーツ」

　当ＪＡ女性会は３月１６日、佐久平交流センターで第
１６回通常総会を開き、新会長として黒沢久枝さんを選
任して新役員体制の下、魅力ある活動に取り組みます。
　総会は、委任状出席 2 人を含む 54 人が出席し、５議
案を原案通り承認しました。
　今年度は「ＪＡ女性 想いをひとつに かなえよう」を基

本方針に、地域の仲間づくりやフレッシュミズ部会の支
援、ＪＡ運営の参画に向けた女性の組合員加入運動に取
り組みます。
　新会長の黒沢さんは「一人一人の力は微力だが、会員
が一丸となりさまざまな活動を展開していきたい」と抱
負を述べました。

さわやかな風味で和
洋中どんな料理にも
合う調味酢。「かけ
るだけ」「つけるだ
け」「まぜるだけ」
など、手軽に酢の物
やピクルス、マリネ
などが作れます。

基本方針

「ＪＡ女性 想いをひとつに かなえよう」

1　地域における仲間づくりをすすめます
2　食を守り、心と体の健康づくりをすすめます
3　農業を支えます
4　ＪＡ運営に参加します
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お
す
す
め
商
品

■
商
品
の
ご
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
（
資
材
取

　

扱
店
）
ま
た
は
資
材
店
舗
へ

　20㎏　店頭価格545円（税込）1,000㎖　店頭価格1,026円（税込）

【
特
長
】

●
酸
性
土
壌
の
矯
正
に

●
石
灰
・
苦
土
の
補
給
に

●
緩
や
か
な
土
壌
改
良
に

『野菜の土壌改良』
には

炭苦土（粒）

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店

お
す
す
め
商
品

【
特
長
】

●
様
々
な
野
菜
や
ハ
ー
ブ
、
果
樹
な
ど
で
使

え
ま
す
。

●
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培
）

で
使
用
可
能
な
食
品
成
分
か
ら
生
ま
れ
た

殺
虫
殺
菌
剤
で
す
。

●
イ
ヤ
な
臭
い
も
な
く
、
野
菜
や
果
樹
の
収

穫
前
日
ま
で
使
え
、
使
用
回
数
の
制
限
も

あ
り
ま
せ
ん
。

ベニカマイルド
スプレー

畑
の
準
備

　

同
じ
ナ
ス
科
（
ピ
ー
マ
ン
、
バ
レ
イ

シ
ョ
等
）
を
３
～
４
年
休
栽
し
た
畑
を

選
び
ま
す
。
接
木
苗
を
利
用
す
る
こ
と

で
立
枯
れ
病
の
発
生
が
抑
え
ら
れ
ま

す
。
長
期
作
物
の
た
め
、
根
が
よ
く
張

れ
る
よ
う
に
有
機
質
を
入
れ
て
深
耕
し

ま
す
。

  

第
一
花
房
の
着
果
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
追
肥
で
調
整
し
ま
す
。
元
肥
は
１

㎡
当
た
り
堆
肥
２
～
３
㎏
、
炭
苦
土

１
５
０
ｇ
、
化
成
肥
料
30
～
50
ｇ
を
施

し
ま
す
。
耕
う
ん
後
に
黒
マ
ル
チ
や
銀

黒
マ
ル
チ
を
張
り
、
地
温
を
上
げ
て
お

き
ま
す
（
雑
草
防
止
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の

忌
避
）
。

苗
の
準
備

　

購
入
苗
は
一
般
的
に
小
さ
な
ポ
ッ
ト

の
苗
が
多
い
た
め
、
大
き
い
ポ
ッ
ト
に

（
４
～
５
号
鉢
）
植
え
替
え
て
、
第
一

花
房
が
咲
き
始
め
る
頃
ま
で
10
～
15
日

ほ
ど
管
理
し
ま
す
。
ポ
ッ
ト
を
置
く
間

隔
を
広
げ
、
光
を
十
分
に
当
て
て
徒
長

苗
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

定
植

　

遅
霜
の
恐
れ
が
な
く
な
っ
て
か
ら
定

植
し
ま
す
が
、
早
い
作
型
で
は
ト
ン
ネ

ル
や
肥
料
袋
を
利
用
し
て
防
寒
し
ま

す
。
苗
は
第
一
花
房
が
咲
き
始
め
る
頃

が
適
期
で
す
。
小
さ
過
ぎ
る
苗
は
ト
ン

ネ
ル
栽
培
な
ど
を
す
る
と
、
初
期
生
育

が
良
く
な
り
過
ぎ
て
着
果
不
良
に
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
す
。

　

植
え
付
け
時
ま
た
は
誘
引
時
に
花
房

の
方
向
を
通
路
側
に
す
る
と
、
果
実
の

向
き
が
そ
ろ
い
収
穫
が
便
利
で
す
。

　

植
穴
に
十
分
灌
水
し
て
水
が
ひ
い
た

ら
植
え
た
所
が
く
ぼ
み
に
な
ら
な
い
よ

う
に
や
や
浅
植
え
し
、
植
穴
の
周
囲
に

土
を
入
れ
た
後
に
軽
く
押
さ
え
て
灌
水

し
ま
す
（
短
い
棒
の
仮
支
柱
を
立
て
て

倒
れ
な
い
よ
う
に
す
る
）
。

定
植
の
ポ
イ
ン
ト

①
定
植
２
～
３
日
前
に
床
に
灌
水
し
て

お
く
。

②
定
植
前
日
に
鉢
ご
と
水
に
漬
け
て
、

日
陰
に
半
日
ほ
ど
置
く
。

③
植
え
付
け
後
５
～
７
日
間
は
、
し
お

れ
て
も
灌
水
し
な
い
。

支
柱
立
て

　

パ
イ
プ
を
使
っ
た
雨
よ
け
栽
培
は
病

気
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
ト
マ
ト
は
草

丈
が
高
く
な
り
果
実
も
重
い
た
め
、
合

掌
式
支
柱
が
丈
夫
で
す
が
、
植
え
付
け

本
数
が
少
な
け
れ
ば
直
立
に
挿
し
て
横

棒
等
で
補
強
し
ま
す
。

誘
引
・
わ
き
芽
の
整
理
・
摘
芯

　

生
育
が
進
む
に
つ
れ
て
わ
き
芽
（
側

枝
）
が
伸
び
て
き
ま
す
。
わ
き
芽
を
す

べ
て
摘
み
取
っ
て
（
芽
か
き
）
、
主
茎

の
み
を
伸
ば
し
て
主
枝
を
支
柱
に
誘
引

し
ま
す
（
大
玉
ト
マ
ト
は
１
本
仕
立

て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
２
本
仕
立
て
で
も

よ
い
）
。

　

主
枝
が
伸
び
て
支
柱
の
高
さ
く
ら
い

に
な
っ
た
ら
、
５
段
目
の
上
の
葉
を
２

～
３
枚
つ
け
て
切
り
、
養
分
を
実
や
若

葉
へ
回
し
ま
す
。
そ
の
後
、
わ
き
芽
は

摘
ま
な
い
で
放
任
し
ま
す
。
裂
果
予
防

の
た
め
に
上
部
の
わ
き
芽
を
伸
ば
し
て

お
き
ま
す
。

着
果
促
進

　

第
一
花
房
へ
の
着
果
が
草
勢
を
落
ち

着
か
せ
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
人
工

受
粉
し
ま
す
。

①
振
動
受
粉

　

花
が
咲
い
た
ら
手
で
軽
く
ト
ン
ト
ン

叩
く
よ
う
に
し
て
受
粉
さ
せ
ま
す
。
で

き
る
だ
け
花
粉
が
新
鮮
な
午
前
中
に
行

い
ま
す
。

②
ホ
ル
モ
ン
剤
の
散
布

（
「
ト
マ
ト
ト
ー
ン
液
剤
」
の
例
）

　

花
房
の
３
～
４
花
が
開
花
し
た
と
き

に
低
温
時
（
20
℃
未
満
）
な
ら
50
倍
液
、

高
温
時
（
20
℃
以
上
）
な
ら
１
０
０
倍

液
を
霧
吹
き
で
花
房
全
体
に
散
布
し
ま

す
。
で
き
る
だ
け
朝
の
う
ち
に
散
布
し

ま
す
（
１
つ
の
花
房
に
２
回
か
け
な

い
）
。

追
肥

　

第
一
花
房
の
実
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
大
に

な
っ
た
ら
、
１
㎡
当
た
り
化
成
肥
料
１

回
30
～
50
ｇ
追
肥
し
ま
す
。
そ
の
後
、

第
三
花
房
に
同
様
の
着
果
が
確
認
で
き

た
ら
追
肥
し
、
以
降
生
育
を
見
な
が
ら

必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
第

一
花
房
か
ら
下
の
葉
と
地
際
か
ら
出
た

わ
き
芽
は
整
理
し
ま
す
。

収
穫

　

家
庭
菜
園
で
は
、
完
熟
し
た
も
の
を

収
穫
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

甘
い
美
味
し
い
ト
マ
ト

　

容
器
に
水
を
入
れ
、
そ
の
中
に
ト
マ

ト
を
入
れ
ま
す
。
沈
ん
だ
ト
マ
ト
は
肉

質
が
締
ま
っ
て
い
て
甘
味
が
あ
る
美
味

し
い
ト
マ
ト
で
す
。
有
機
質
肥
料
を
主

体
に
栽
培
し
、
水
に
沈
む
美
味
し
い
ト

マ
ト
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
予
防

疫
病

　

特
に
な
り
や
す
い
病
気
の
一
つ
で
、

降
雨
時
の
泥
の
跳
ね
上
が
り
で
菌
が
う

つ
る
た
め
、
マ
ル
チ
や
敷
き
ワ
ラ
で
予

防
し
ま
す
。
簡
易
雨
よ
け
ト
ン
ネ
ル
方

式
が
最
も
効
果
的
で
す
。
バ
レ
イ
シ
ョ

も
同
じ
科
の
野
菜
で
同
一
病
害
虫
が
ト

マ
ト
よ
り
早
く
発
生
す
る
た
め
、
近
く

に
栽
培
す
る
と
被
害
が
多
く
な
り
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
病
（
萎い
し
ゅ
く縮
病
、
モ
ザ
イ
ク
病
）

　

葉
が
柳
の
よ
う
に
細
く
な
り
生
長
が

止
ま
り
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
媒
介
に

よ
っ
て
感
染
し
発
病
す
る
た
め
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
の
防
除
に
努
め
ま
す
。

　

有ゆ
う
し翅

ア
ブ
ラ
ム
シ
は
光
（
キ
ラ
キ
ラ

す
る
も
の
）
を
嫌
っ
て
寄
り
付
か
な
く

な
る
た
め
、
白
マ
ル
チ
や
黒
地
に
銀
色

の
縞
模
様
が
入
っ
た
マ
ル
チ
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
飛
来
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

汁
液
で
感
染
す
る
た
め
、
病
気
の
恐

れ
が
あ
る
株
の
わ
き
芽
の
整
理
は
最
後

に
行
い
ま
す
。

萎い
ち
ょ
う凋

病
（
立
枯
れ
病
）

　

発
病
株
は
早
め
に
処
分
し
ま
す
。
接

ぎ
木
苗
を
利
用
す
る
こ
と
で
発
病
が
抑

制
で
き
ま
す
。

尻
腐
れ
病
の
予
防

　

窒
素
の
過
剰
や
高
温
、
乾
燥
な
ど
で

根
が
弱
っ
て
い
る
場
合
、
石
灰
の
吸
収

が
妨
げ
ら
れ
て
起
こ
る
生
理
障
害
で

す
。
幼
果
時
に
果
実
の
果
頂
部
が
水
浸

状
に
な
り
、
や
が
て
円
形
の
黒
褐
色
に

な
っ
て
腐
り
ま
す
。

　

着
果
し
た
花
房
周
辺
の
葉
を
中
心
に

カ
ル
シ
ウ
ム
肥
料
の
葉
面
散
布
が
最
も

有
効
で
す
（
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
「
カ
ル

ク
ロ
ン
」
２
０
０
倍
液
を
開
花
期
に
２

～
３
回
散
布
）
。

トマト
南米アンデス原産のナス科の植物で、水分が少ない環境でも生育でき
るように根が伸びる力が強い植物です。雨が少ないほど美味しいト
マトができることから、病気予防や裂果防止効果のほか、水分抑制に
よって糖度が上昇する雨よけ栽培が盛んに行われています。最初につ
く第一花房に実を着けさせ、草勢を落ち着かせることが大切なポイン
ト。霜に弱いため、早植えや遅い作型の場合は保温が必要です。

出来上がった苗。本葉 8
〜 9 枚で 1 〜 2 花開花

180cm
水はけの悪い畑、
重たい土壌では
思い切って高畝
にする

90cm

30cm20cm

15～30cm

1㎡当たり堆肥 2～3㎏、
炭苦土 150ｇ、化学肥料 30～50ｇ

花房を畝の外側に向け
て植える。後から出る
花房もこの向きになる

主茎

花房

花房のすぐ下の節から
は主茎と間違うほど勢
いよくわき芽が伸びる。
花房が付いている方が
主茎で、図のようにな
らないうちに早めに摘
み取る

わき芽は 6～ 10cmに伸びたら
摘み取る。横に曲げて付け根か
ら摘み取り、傷口を大きくしな
いように注意する

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月 10月

収穫定植
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

啓
蟄
や
血
潮
彈
み
て
蕗
根
植
う

竹
（
東
御
市
）

用
水
路
底
を
掬
い
て
春
の
泥

花
木
槿
（
佐
久
市
）

母
の
手
が
愛
お
し
く
な
り
手
を
つ
な
ぐ

な
で
し
こ
（
東
御
市
）

啓
蟄
を
過
ぎ
し
田
畑
が
動
き
出
す仏

の
雅
（
佐
久
市
）

マ
ス
ク
取
り
嬉
し
恥
ず
か
し
素
顔
見
せ

春
一
番
（
佐
久
市
）

卒
業
の
涙
を
胸
に
新
年
度

Ｓ
・
Ｉ
（
佐
久
市
）

春
光
や
隣
の
娘
嫁
ぎ
行
き

Ｆ
・
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

お
さ
な
ご
の
お
ひ
と
つ
ど
う
じ
ょ
世
に
ひ
と
つ

た
ん
ぽ
ぽ
（
軽
井
沢
町
）

春
の
雨
草
木
潤
お
ふ
あ
た
た
か
さ

か
ほ
（
佐
久
市
）

咲
く
を
愛
で 

散
る
見
送
る 

こ
の
宴

茜
美
く
し 

夕
暮
れ
の
空

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

カ
ー
テ
ン
を 

そ
っ
と
開
け
れ
ば 

浅
間
嶺
は

朝
陽
に
も
え
て 

雪
は
煌
め
き

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

窓
猫
の 

雪
の
し
た
た
り 

眺
め
つ
つ

一
ツ
あ
く
び
や 

雛
の
月

綾
（
小
諸
市
）

今こ

ぞ年
も
ま
た 

彼
岸
と
い
う
に 

名
残
雪

心
無
に
し
て 

降
る
雪
眺
む

Ｈ
・
Ｓ
（
佐
久
穂
）

モ
モ
、
キ
ウ
イ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

カ
キ
、
ク
リ
、
若
い
頃
に
植
え

た
果
物
が
沢
山
な
り
す
ぎ
二
人
で
食

べ
き
れ
ず
、
剪
定
し
て
良
質
な
果
物

を
収
穫
し
て
満
足
し
て
い
る
後
期
高

齢
者
で
す
。

Ｎ
・
Ｙ
（
御
代
田
町
）

冷
た
い
雨
の
あ
と
、
お
彼
岸
恒
例

の
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
と
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
私

の
畑
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

う
え
さ
ん
（
御
代
田
町
）

近
所
の
お
宅
の
椿
が
ほ
こ
ろ
び
始

め
ま
し
た
。
深
紅
の
す
ば
ら
し

い
花
で
す
。
春
本
番
!!Ｙ

・
Ｋ
（
佐
久
市
）

福
寿
草
に
ク
ロ
ッ
カ
ス
。
植
え
っ

ぱ
な
し
な
の
に
春
に
な
る
と

し
っ
か
り
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
て
く

れ
ま
す
。
春
は
黄
色
の
草
花
。
そ
し

て
そ
の
上
の
ピ
ン
ク
の
桜
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

春
が
好
き
（
小
諸
市
）

晩
秋
に
種
を
ま
い
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
が
ダ
メ
か
と
思
っ
て
い
た
の

に
芽
を
出
し
ま
し
た
。
春
の
光
が
ま

ぶ
し
く
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

あ
ざ
み
（
佐
久
市
）

先
日
Ａ
コ
ー
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
佐

久
平
店
で
買
い
物
を
し
ま
し

た
。
セ
ル
フ
レ
ジ
を
進
め
ら
れ
初
め
て

な
の
で
お
店
の
方
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
く
親
切

で
し
た
よ
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
も
作
り

ま
し
た
。

Ｓ
（
佐
久
市
）

先
日
近
く
で
火
災
が
発
生
。
乾
燥

し
て
い
る
の
で
気
を
付
け
た

い
。

Ａ
・
Ｈ
（
御
代
田
町
）

今
年
は
暖
か
い
日
が
多
く
な
り
、

レ
タ
ス
畑
に
定
植
作
業
が
進
ん

で
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
君
（
小
諸
市
）

つ
い
に
介
護
保
険
証
が
き
ま
し

た
！
若
い
つ
も
り
で
い
ま
し
た

が
年
齢
を
突
き
付
け
ら
れ
た
感
じ
で

す
。
65
才
っ
て
何
か
の
節
目
の
年
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

茶
々
美
（
小
諸
市
）

ナ
ズ
ナ
が
大
き
く
育
っ
て
い
て
青

物
が
な
い
今
の
時
期
に
嬉
し
い

野
草
で
す
。
早
速
お
浸
し
と
ゴ
マ
和

え
に
し
ま
し
た
。
そ
う
そ
う
、
こ
れ

こ
れ
。
あ
〜
春
の
滋
味
！

森
の
ひ
つ
じ
（
小
諸
市
）

孫
が
卒
園
し
ま
し
た
。
記
念
の
文

集
に
、
０
歳
児
組
当
時
か
ら
の

園
で
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。
「
こ
ん
な
に
小
さ
か
っ
た

ん
だ
」
と
改
め
て
成
長
の
速
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
迎
え
に
行
っ
て
抱
っ
こ

で
車
に
乗
せ
た
子
が
一
緒
に
歩
い
て

帰
宅
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

帰
り
道
の
１
回
、
１
回
が
宝
物
の
よ

う
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ネ
。

カ
モ
ミ
ー
ル
（
佐
久
市
）

春
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
の
楽
し

み
は
山
菜
採
り
で
す
。
最
初
は

何
と
言
っ
て
も
フ
キ
ノ
ト
ウ
で
す
。

畑
の
土
手
や
耕
作
放
棄
地
で
探
す
と
、

薄
緑
色
の
小
さ
な
固
ま
り
が
発
見
で

き
ま
す
。
天
ぷ
ら
に
し
て
も
良
し
、

ま
た
フ
キ
味
噌
に
し
て
も
酒
の
ア
テ

に
最
高
で
す
。

信
州
の
山
猿
（
佐
久
市
） ピー子ちゃんのママ

（佐久市）

サザエ（佐久市）プルーン（御代田町）

３
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
の
着
用
が

個
人
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
マ
ス
ク
か
ら
解
放
と
な
り

つ
つ
も
、
周
り
は
着
用
し
て
い
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。

佐
久
の
一
市
民
（
佐
久
市
）

２
歳
の
孫
が
台
所
か
ら
調
理
用
具

を
持
っ
て
き
て
自
分
な
り
に
料

理
を
し
ま
す
。
「
こ
れ
は
な
か
な
か

混
ざ
ら
な
い
ん
だ
よ
。
で
き
た
ら
ラ
ッ

プ
を
か
け
な
い
と
」
な
ど
な
ど
お
話

を
し
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。
な
る

ほ
ど
と
驚
く
ほ
ど
場
面
に
合
っ
た
話

を
し
て
い
ま
し
た
。ハ

イ
ジ
（
佐
久
穂
町
）

春
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
と
一
緒

に
“
メ
”
を
出
す
の
が
花
粉
症
。

マ
ス
ク
を
付
け
な
く
て
も
良
く
な
っ

た
の
に
当
分
は
ず
せ
そ
う
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。

影
の
商
売
人
（
佐
久
市
）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『ハルガスミ』
でした。

お願い：黒色のペンで、すべての項目にはっきりとご記入ください。

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
（イラスト・俳句等）
③表紙リニューアルの
感想

④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●おハガキに記載された個人情報は、広報誌の編集
およびプレゼント発送等を目的とし、それ以外には
一切利用いたしません。
●ハガキは１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。
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◇◆ヨコのカギ◆◇
①端午の節句に食べるものの 1 つ
②竹林が似合う猛獣
③○○○○感のある 3D 映像
④母の日に贈るカーネーションの、定番の色の 1 つ
⑤大正の 1 つ前の年号です
⑦害獣や害虫を追い払うこと
⑩淡水と海水が混じり合ったもの
⑫鳴門海峡のものが有名
⑬校内で「走らないように」と注意されやすい場所
⑭京都三大祭の 1 つ、○○○祭は 5 月 15 日に行

われます
⑰煮切って使うこともある調味料
⑲メロンやスイカはこの仲間
⑳街を○○もなくうろついた
◇◆タテのカギ◆◇
②ザッと降ってサッとやみます
⑥変わると寝付けない人も
⑧お稲荷さんの○○○はキツネです
⑨桃太郎のお供をした鳥
⑩南の反対側
⑪田んぼへ○○○○○から水を引き入れた
⑮小野妹子が遣わされた国
⑯潮干狩りに出かける所
⑱ 12 星座占いで 5 月生まれの人は○○○座か双子

座です
⑳夜になると家々にともります
�○○○○○ヤマネコは特別天然記念物です

応募総数 90 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

Ｋ . ばあば（御代田町）

朝（佐久市）

●締切4月26日㈬（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で3名の方に
　「ＪＡ佐久浅間オリジナル
　　リンゴジュース」（1箱）
　を差し上げます。

「遊Ｙｏｕポスト」最多掲載者
　令和４年４月から令和５年３月号で、
イラストや絵手紙、私の一句・一首に
最も多く掲載させていただいた方に粗
品を贈呈いたします。
●イラスト・絵手紙
　ピー子ちゃんのママ（佐久市）、
　サザエ（佐久市）
●私の一句・一首
　デブジ（佐久市）、爾楽庵（佐久市）
今後も大勢の皆さんのお便りをお待ちして
います！
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監事会報告 3 月 24 日開催 / 会議・報告事項
①会計監査人の監査報酬等に関する同意について
②子会社監査役からの諸報告について
③常勤監事からの報告について
④令和４年度内部監査年間業務報告について
⑤令和４年度内部監査品質評価結果について
⑥２月内部監査実施状況報告について

理事会報告　3 月 24 日開催
主な報告事項
①令和 4 年度決算状況について
②資産自己査定結果について
③令和 4 年度子会社事業報告について
④総代懇談会開催について
⑤令和 4 年度下期店・支所運営委員会開催結果について
⑥令和 4 年度第 4 四半期コンプライアンスプログラム

取組状況について
⑦反社会的勢力等との取引排除および疑わしい取引の

防止に係る対応状況について
⑧第 4 四半期コンプライアンス関連事案の対応状況に

ついて
⑨ＪＡバンク基本方針の変更について
⑩大口信用供与先の概況について
⑪令和 4 年度第 4 四半期余裕金運用状況について
⑫令和 5 年度第１四半期余裕金運用計画について
⑬令和 4 年度第 4 四半期購買未収金対策委員会について
⑭令和 4 年度決算監事監査実施について
⑮令和 4 年度内部監査年間業務活動報告書について
⑯令和 4 年度内部監査品質評価結果について
⑰令和 5 年度監事監査計画について
⑱内部監査実施状況について
⑲営農・経済事業の成長・効率化プログラムについて
⑳新佐久岩村田支所竣工について

決議事項
第 1 号議案　第 24 回 通常総代会提出議案について
第 2 号議案　自己改革工程表について
第 3 号議案　佐久浅間農業協同組合定款の変更について
第 4 号議案　職制規程の改正について
第 5 号議案　経理規程の改正について
第 6 号議案　職員給与規程の改正について
第 7 号議案　支所運営委員会規程の改正について
第 8 号議案　役員推薦会議運営要領の改正について
第 9 号議案　信用事業方法書為替取引の改正について
第 10 号議案　信用事業方法書金銭債権の取得または譲
　　　　　　  渡及びこれに付帯する事業について
第 11 号議案　令和 5 年度余裕金運用方針および計画に
　　　　　　  ついて
第 12 号議案　目的積立金の取崩しについて
第 13 号議案　信州人参センターの業務譲渡について
第１号議案から第 13 号議案について承認しました。

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（5月）
　9日㈫ 立科支所　13日㈯ 佐久穂支所
　18日㈭ 野沢店　30日㈫ 浅科支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610

■相談日　4月27日㈭ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　4月20日㈭　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

アグリファームさくほ営業時間変更のお知らせ
●営業時間　午前8時30分〜午後6時00分
　4月から6月まで全日営業いたします
■アグリファームさくほ　TEL 0267ー88ー4683

「みどりのひろば軽井沢」がオープン
皆さまのお越しをお待ちしています。

4月 20日㈭オープン
●営業時間　午前9時〜午後3時
●定　休　日　毎週水曜日（ＧＷは営業いたします）
■みどりのひろば軽井沢　TEL 0267ー45ー5086

道の駅ヘルシーテラス佐久南
イベントのお知らせ

金融に関するご相談は
ライフサポートセンターへ

ヘルシーテラス佐久南ではゴールデンウィークフェ
スティバル・佐久バルーンフェスティバル 2023 協
賛イベントを開催いたします。
●開催期間：4月29日㈯ 〜5月7日㈰
●時　　間：午前9時〜午後6時
※ 詳細については道の駅ヘルシーテラス佐久南
　ホームページまたは Facebook へ

■お問い合わせ　道の駅ヘルシーテラス佐久南
　　　　　　　　TEL 0267 ー 78 ー 3383

ライフサポートセンターが、令和 5 年 4 月 3 日㈪
本所 1 階にオープンしました。
資産運用、年金相談、相続相談（ただし、相続事務
手続きはお取引店舗にて行います）、農業資金に関
することなどライフプランに合ったご提案をさせて
いただきます。
※ご来店の際には事前にご予約をお願いいたします。

■お問い合わせ　金融部　ライフサポートセンター
　　　　　　　　TEL 0267 ー 78 ー 5960
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アメック不動産情報〈テナント情報〉
2001 ビル
佐久市佐久平駅南（イオンモール佐久平店南側）
鉄骨造 2 階建て (1 階部分 )  
専有面積 131.18 ㎡（約 40 坪）
駐車場あり　　平成 13 年築　　６月頃入居可
礼金 1 カ月（税別） 保証金 2 カ月
家賃 308,000 円（税込）    

■お問い合わせ・お申し込み
　JA 佐久浅間株式会社アメック
　宅地建物取引業者免許／長野県知事（7）第 3939 号
　佐久市猿久保 882　ＪＡ佐久浅間本所北館 1 階
　TEL 0267 ー 68 ー 1395　FAX 0267 ー 68 ー 7208
　HP：https://www.ja-amecc.co.jp/

災害用発電機を導入
ＪＡ共済「地域・農業活性化促進事業」

　当ＪＡでは、令和元年度台風１９号災害の教訓を踏
まえ、災害用発電機を導入しました。ＪＡ共済の「地
域・農業活性化促進
事業」を活用したも
ので、有事の際の一
時的な電源供給に活
用いただくよう本所
及び８支所に導入し
ました。
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で
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佐
久
市
北
川
　
髙
栁 

宗
光
さ
ん

佐
久
市
北
川
の
髙
栁
宗
光
さ
ん
は
、
製
造
関
係
の
会
社
に

勤
務
し
な
が
ら
農
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
父
の
他

界
を
き
っ
か
け
に
就
農
し
今
年
で
８
年
目
。
４
ha
の
圃
場

で
主
食
用
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や
加
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米
、
生
食
用
ト
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の
栽
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の

他
、
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や
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、
コ
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ど
Ｊ
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委
託

さ
れ
た
作
業
を
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ま
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。

水
は
け
の
悪
い
粘
土
質
土
壌
の
作
業
は
圃
場
ご
と
に
癖
が

あ
り
、
雨
が
降
っ
た
後
な
ど
の
機
械
作
業
は
難
し
く
、
ぬ

か
る
み
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
田
植
え
機
で
「
直
播
栽
培
」
が
出
来
る
事
を

知
り
、
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

髙
栁
さ
ん
は
「
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
が
不
足
し
て
い

る
の
で
、
今
後
は
若
手
生
産
者
の
発
掘
と
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

SDGs

わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。


